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研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：環境学・環境技術・環境材料 
キーワード：環境修復技術 
 
１．研究計画の概要 
本研究は、カーボンナノチューブやサケ白
子由来DNA等のようなナノ素材をポリウレタ
ンポリマーやアルギン酸などのような有機
高分子からなる網目構造を持つケージの内
に閉じ込めることによって、環境のトータル
修復および生体のピンポイント浄化に使え
る新規吸着材料の開発を目標にして、平成１
８年度からスタートした４ヶ年計画の研究
である。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)「吸着場」として機能するナノ素材を包摂
する技術を開発した。その改良とスケールア
ップのための研究が継続中である。 
(2)ナノ素材を、「吸着場」として機能するた
めの活性化/保護のための技術を開発した。 
(3)ナノ素材は、「吸着場」として機能する際
のメカニズムについて概ね解明した。その数
学的な手法による定量化を検討中である。 
(4)吸着性、選択性、耐久性、再利用について
の検討が概ね完了した。本学的なフィールド
での検証実験をこの春から実施予定。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
吸着剤としての材料開発が８５％完成、実験
室レベルでの性能評価および吸着メカニズ
ムの評価に関しては、９０% 完成、フィール
ドでの検証実験の達成度は１０%程度である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
今年度は、フィールドでの検証実験を中心
に、開発した吸着材料の環境修復への応用に
ついて検討する。具体的に以下の実験を実施

する予定である: 
(1)工業排水中から発がん性水溶性顔料の吸
着/除去のための応用実験 
(2)室内空気から発がん性 VOCs を選択的に
吸着／除去するための応用実験 
(3)汚染土壌から重金属、特に、Pb(II), Cd(II)
イオンを選択的に除去するための応用実験 
(4)ナノ材料が環境中に流出された場合のリ
スクに対する評価、特に、植物に対する毒性
の評価実験 
(5)ナノ素材の吸着場として機能するメカニ
ズムの解明 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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